
毎月リレー形式で、江田島市内で活躍する人やお店を紹介！
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市内で活躍する人
やお店をリレー形
式で毎月紹介。掲
載された人が次の
取材先を紹介する、
“つなぐ・つながる” 
をテーマにした企
画です。A3 判（フ
ルカラー）を市役
所や市内各所、電
子版で見ることが
できます。

（ゴー・オン）

　令和４年４月に改正した道路交通法により、自転車利用者の全
世代対象でヘルメットの着用が努力義務となりました。（令和５
年４月１日予定）
　自転車乗車中のヘルメット非着用時の致死率は、着用時と比べ
高く、特に頭部損傷が重大な事故につながっています。
　被害軽減のため、児童・幼児だけでなく、自転車に乗られる方
は、自転車用ヘルメットを必ず着用しましょう。

問 市交通安全協会☎0823-42-4100・江田島警察署☎0823-42-0110

Infom
ation

ヘルメット着用促進反射ステッカーヘルメット着用促進反射ステッカー
　プロ自転車ロードレースチーム「ヴィクトワー
ル広島」と広島県警察が作成したもので、自転車
利用者に対するヘルメット着用促進などの交通安
全活動時に使用予定です。

みんなの『未来の種』になれば嬉しい。
　昨年11月、大柿高校の文化祭で初披露され、メディアにも取り上げられた曲「おいでよ江田島」。今回は曲ができる
までの過程やプロジェクトへの思いを、企画者のシンガーソングライター・柴倉樹さんと、CDジャケットを制作中の
アーティスト・今田知佐子さんにお話を伺いました。

「行動と実現」を体感してもらうために

「おいでよ江田島」を “未来の種 ”に

広報えたじま　連動企画

毎号リレー形式で江田島市内で活躍する人やお店を紹介！

ETAJIMA Vol . 1GoON!
interview 働く場所でも、遊ぶ場所でもない。

みんなが集まって「ほっ」とできる、そんな場所にしたい。

( NORA・早稲田 圭)

　能美町中町港から歩いて約 5分。窓からのぞく “金色のゴリラ” が目印の大きな家が『NORA』だ。
満面の笑みで案内してくれたのは、オーナーの早稲田圭さん。生まれ育った江田島市に横浜から U
ターンして 2 年。U ターンのきっかけは、こどもが産まれ、将来を考えた時に江田島市で子育てが
したいと思ったからだそう。圭さんは、本職である設計業で補いながら、宿泊業と飲食業を運営し、
奥さんの慶乃さんは、女将業だけでなく、ヨガや SUP のインストラクターとしても活躍。島暮ら
しを満喫している。1 日 1 組限定の民宿『体験民宿 NORA』を 2020 年に立ち上げ、『喫茶のら』
は今年開店したばかりだ。民宿は元々観光客向けに始めたものだったが、宿泊客の中には江田島市
で新しく何かを始めたいと話す人や、地域の方々と交流したいという人も多くいた。「お客様のお
話を聞いて、もっと地元の人たちとのかかわりを増やすために、民宿だけではなく喫茶店も始めよ
うと思いました。たくさんの人が繋がる場所になればいいなと。あと、僕は地元出身なので、観光
客だけじゃなく、江田島市に住む皆さんや、江田島市へ仕事で来ている皆さんに温かいごはんや美
味しいコーヒーを楽しんでほしいと思ったんです」

生まれ育ったまちに U ターン。地元の人たちとのかかわりを求めて

　圭さんの故郷への想いと前向きな行動は、コロナ禍の中でも多くの人を惹きつける。近所に住むおばあちゃんやおじいちゃん、
お昼休憩に駆け込むように店に入って来る働く人たち、江田島市に興味を持ち情報交換を求めて訪れる市外の人たち。　「僕はこ
の場所を、相談窓口まで固くはないけど、誰でも気軽に話をしに来れる場所にしたいんです。もちろん、人を呼び込むだけでは
なくて、そのあとをどうフォローしていくか。訪れる人みんなが “ほっ” とできる存在になれれば」
　江田島市から一度出たからこそ、江田島市の魅力を感じた。地元の知人や友人たちが言っていた “江田島は面白くない” とい
う言葉を聞いて「じゃあ、これから面白い場所にしていこう」と決心した圭さん。地元のことだけでなく、外に出たからこそ
わかる経験や視点を活かして、自分の役割を見出し、自分たちだからできることを楽しみながら実行していくその姿には、周
りの人も感嘆するほどだ。「島を楽しみながら働きまくる旦那と、島を楽しみながら遊びまくる妻。それでいいんじゃないです
かね ( 笑 )」地元を愛する圭さんと、いつでも元気いっぱいの奥さんは、今日を楽しみながら、前へ進んでいる。

「面白くない」は「面白くすることができる」

「体験民宿NORA」「喫茶のら」は中
町港から三高方面へ海沿いまっすぐ
徒歩約 5分です。
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1. 早稲田ファミリー。NORAの看板息子・りゅうちゃん (3 歳) もお待ちしてます！　2. 昔懐かしい雰囲
気の宿泊スペース。　3. “母の味” が満喫できる人気の日替わり定食はボリュームたっぷりです。
お問い合わせ：０７０－４０３０－０６８４（NORA）

『Go ON』とは？

江田島市内で活躍する
人やお店をリレー形式
で毎月ご紹介。気にな
るあの人、いきつけの
お店…みんな繋がって
いるかも？掲載された
人が次の取材先を紹介
する、“つなぐ・つなが
る” をテーマにした企
画です。

★市役所や江田島市内の各所で
　配布しています。是非お手に
　取ってご覧ください。

おすすめポイント！

女将の慶乃さんは「リリー」
としてヨガ・SUP インスト
ラクターとしても活躍中！
詳細はスタッフまで。

　このプロジェクトが始まったのは昨年5月、大柿高校から樹さんがPTAによる講演
会で話をしてほしいという依頼を受けたことがきっかけだった。「話をいただいた
時、せっかくだったらただ話すだけの講演会ではなく、生徒たちの言葉を集めた歌を
作りたいという提案をさせてもらいました。そこから現在の2年生である生徒会が中
心になってアンケート形式で言葉を集めて、曲を作ったんです」メロディーは樹さ
ん、歌詞は生徒たちという共作プロジェクト。完成してからは、文化祭のお披露目に
向けて生徒たちが毎日曲を聴いてくれたという。「実は初めて生徒たちと会ったのは
初披露の日なんです。そこで、私が歌を始めたきっかけや、どのようにして夢を叶え
たのかという話をさせてもらって、やっと講師らしいことができました(笑)」
　最初は、なぜ樹さんが江田島市にいて歌を歌っているのかを話してほしいという依
頼だった。話を聞いた生徒たちが、これから社会に巣立っていく上で何らかの活力に
なればという先生たちの思いを聞き、樹さんは自分の話をするだけでは生徒たちには思いが届かないのではと思った。
「私は曲作りを学ぶ専門の学校に行ったわけじゃない。でも、自分はこうするんだと決めて動けば、何でもできるんだよ
ということを生徒たちに知ってほしかったんですよね。だから、江田島市をテーマにした曲を作って、自分たちの言葉が
歌になるという『行動と実現』を体感してもらいたかったんです」

　みんなの思いが詰まったこの曲をより多くの人に聞いてもらうため、CDを制作することになった。
そこでCDジャケットの制作を担当したのが、沖美町出身で、国内外で活動するアーティストの今田さ
んだった。「歌詞を見た時、みんなで作るべきだと思いました。企画した学校の先生や樹さんの思い、
生徒たちの声、島に対する思い…このプロジェクトがゆくゆくは江田島市の魅力発信につながればいい
なと感じたので、市民の方々にも参加してもらう形でデザインを作ることにしたんです」今田さんのア
イデアで、12月にはペイントイベントを開催した。テーマは『自分の手で未来を創る』。中心には大柿
高校生たちの手形によるペイントを、背景に市民の方思い思いの丸を描いてもらい、みんなの“未来の
種”を表現した。「プロジェクト自体が未来の種。関わったことで変わる未来もあると思います。私も
参加させてもらって楽しかったし、ありがたかった。ここからどんな未来が生まれるのか、とても楽し
みです」
　今後は、3月のCD発売に向けてミュージックビデオの撮影やライブを予定していると笑顔で話す樹さ
ん。「この活動を通して、改めて歌が好きだということも感じることができました。今度はこの曲を聴

いた人が、何か気持ちの変化があった
り、島をもっと好きになったりしたら
嬉しいですね」現在、大柿高校や市内
の小学校では昼休憩の際に「おいでよ
江田島」が流れている。この曲を聞い
た子どもたちは何を思うのか、2人の
言う『未来の種』が花開くことを楽し
みに待ちたいと思う。完成した作品。ペイントには、子どもから大人までたくさんの人が参加しました。
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市政情報やまちのわだいをfacebookで
発信しています。

江田島市公式facebook
検索 ↑江田島市フェイスブック

　県立広島大学のボランティアグループ「YELL」に所属する学生が、江
田島町エセキ地区にある木村勇作さんの圃場でキュウリの農業体験を行
いました。農業体験後、大須コミュニティホームで、江田島野菜出荷組合
の山田組合長から江田島のキュウリの歴史について聞き取りました。参加
した学生は「いつも食卓に並んでいるきゅうりを生産するために、生産者
さんがとても食の安全を意識していることに感銘を受けた。生産者さんの
思いを多くの人に知って頂けるよう、しっかりPRしたい」と話していま
した。YELLでは、今後、本市のキュウリを活用したレシピを開発し、Ｐ
Ｒ活動を行ってきます。

　“社会を明るくする運動”作文・標語コンテストは、
次世代を担う広島県の小中学生に、日常の家庭生活、
学校生活の中で体験したことを基に、犯罪や非行など
に関して考えたことや感じたことを作文にすることで、
本運動に関する理解を深めてもらうことを目的として

います。
　第72回となる今回は、標語で市内中学生２人がそれ
ぞれの賞に選ばれました。
■広島保護観察所長賞
　尾崎 愛心さん（能美中１年）
■広島県保護司会連合会長賞
　石本 愛海さん（江田島中３年）

12
18 ㈰ キュウリの農業体験を行いました

作文・標語コンテスト 市内中学生が受賞

県立広島大学のボランティアグループ

第 72 回“社会を明るくする運動”広島県推進委員会

▲�キュウリの農業体験

▲�記念品受納式の様子 ▲�寄贈品受納の様子 ▲�苗を植えた後にみんなで記念撮影

　能美島ライオンズクラブの団体結
成60周年を記念し、同クラブから
各認定こども園にプロジェクターが
寄贈されました。このプロジェク
ターは、認定こども園の行事などの
活動をより充実させるために、有効
に活用させていただきます。

　組み木創作の会の船本光章さん
から、子育て世代包括支援センター
に木製のわなげとパズルが寄贈さ
れました。このわなげとパズルは、
子育て世代包括支援センターの広
場で子育て支援の充実のために活
用させていただきます。

　子育て世代包括支援センターの
にこにこはたけで、矢ノ浦まちづ
くり協議会と認定こども園えたじ
まの園児たちが一緒に、菜の花の苗
を植えました。まちづくり協議会
の方に植え方を教わりながら、園
児は一生懸命、苗を植えていました。

12 12 12
20 ㈫ 20 ㈫ ８㈭プロジェクターを寄贈 木製わなげとパズルを寄贈 菜の花の苗植え

能美島ライオンズクラブ 組み木創作の会 にこにこはたけ

自転車用ヘルメットを着用しましょう自転車用ヘルメットを着用しましょう
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